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初日の出の
じ こ く

時刻に
かん

関して～

地球を
ほっきょく

北極の上の方から見た場合、地球は時計の
はり

針の回転方向と反対に左回り（西
がわ

側から東側）に

１日に１回
じ て ん

自転しています。その自転のために、太陽の方に向いた約半分の所に太陽からの光が
さ

差して

そこは昼になり、残り半分は夜になりますが、地球上の
かく

各地点のうち東側にある所ほど、いつも早く太

陽の光が差して
よ あ

夜明けが早いように考えられがちです。しかし、地球の自転の
じく

軸が太陽からやってくる

光と
すいちょく

垂直でないために、太陽が赤道の
ま う え

真上にいる日
い が い

以外は、
ぎゃく

逆に、少し西側にある所のほうが早く日

が差して夜が明ける日がかなりあります。例えば、青森市とそれより少し西側にある黒石市の
がんじつ

元日の

日の出の時刻について調べてみると、青森市が７時１分であ

るのに対して黒石市はちょうど７時で黒石市の方が早いです。

そのことを全国的に調べて表したのが右の図で、日本で
もっと

最

も東にある北海道の
ね む ろ

根室半島あたりより、
け い ど

経度で約５°くらい

も西側にある
おがさわら

小笠原
しょとう

諸島や千葉県の
ちょうし

銚子市の方が１０分近くも

早く初日の出が見られます。

このように、西に
よ

寄った所がそれより東側の所より早く日が
のぼ

昇るという現象は、９月の秋分の日のころから次の年３月の

春分の日のころまで
つづ

続きます。

★星空たんけん

《冬のダイヤモンドをさがそう》

冬の夜空は空の明るい町中でも星がいがいに

よく見え、星のきらめきに見とれてしまいます。

右の図は 1月 1日ころの午後１０時の南の空

ですが、７
こ

個も１
とうせい

等星がにぎやかにせいぞろい

しています。オリオン座のベテルギウスをかこ

むように６っつの星が並んでいて６角形ができ

ます。これが「冬のダイヤモンド」です。左下

には有名な「冬の大三角」も見えます。

また、ベテルギウスからリゲル、シリウス、

プロキオン、ポルックス、カペラ、アルデバラ

ンの
じゅん

順にむすぶと、夜空にでっかい「の」の

字をえがくことができます。これらの星の並びは春まで楽しむことができますので、
ばん

晩に暗くなったら

ぜひ
まいつき

毎月
かんさつ

観察を続けてみてくださいね。ダイヤモンドが西にかたむくころになると季節はもう春です。


